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永延二年（九八八年）の五節舞姫献上者をめぐって

一

永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
五
節
舞
姫
献
上
者
を
め
ぐ
っ
て

武
藤
美
枝
子

は
じ
め
に

　

毎
年
十
一
月
の
二
度
目
の
卯
の
日
、
宮
中
で
は
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
。（
即
位
後
、
即
位
儀
礼
の
締
め
く
く
り
と
な
る
新
嘗
祭
は「
大
嘗

祭
」と
な
る
が
、
即
位
が
八
月
以
降
だ
と
大
嘗
祭
は
翌
年
の
十
一
月
と
な
る
。） 

新
嘗
祭（
あ
る
い
は
大
嘗
祭
）の
一
連
の
行
事
の
最
終
日

に
、
天
皇
は
豊
楽
殿
ま
た
は
紫
宸
殿
に
お
い
て
群
臣
に
宴
を
賜
う
。
い
わ
ゆ
る
豊
明
節
会
で
あ
る
。
豊
明
節
会
は
、
辰
の
日（
大
嘗
祭
で
は

午
の
日
）に
行
わ
れ
、
４
人
の
舞
姫
た
ち（
大
嘗
祭
で
は
５
人
）が
天
皇
公
卿
群
臣
の
前
で
五
節
の
舞
を
舞
っ
た
。
豊
明
の
節
会
の
日
よ
り

前
、
寅
の
日
に
は
清
涼
殿
で
天
皇
の
御
前
で「
御
前
試
」が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
宮
中
の
キ
サ
キ
や
女
房
達
も
参
列
し
て
、
五
節
舞
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
節
舞
は
、
男
女
を
問
わ
ず
宮
中
の
人
た
ち
が
楽
し
み
に
待
つ
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』、『
紫
式
部

日
記
』、『
枕
草
子
』を
は
じ
め
多
く
の
文
学
作
品
に
も
登
場
す
る
。注
１

　

舞
姫
一
行
を
し
た
て
る
役
目
は
公
卿
や
殿
上
人
な
ど
が
担
っ
た
が
、
舞
姫
自
身
や
舞
姫
に
従
う
童
女
、
下
仕
え
、
か
し
づ
き
の
女
房
達
の
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二

衣
装
や
食
事
、
調
度
類
、
内
裏
参
入
の
た
め
の
飾
り
立
て
た
何
台
も
の
牛
車
の
調
達
、
舞
の
師
へ
の
禄
、
多
数
の
関
係
者
の
食
事
、
訪
問
者

の
接
待
な
ど
に
多
く
の
財
力
を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
注
２
、
献
上
し
た
が
ら
な
い
も
の
も
多
く
、
新
た
に
昇
進
し
た
貴
族
を
中

心
に
献
上
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
献
上
者
選
び
は
難
航
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
男
性
官
人
た
ち
に
加
え
て
、
女
御
や
后
、
内
親
王
た

ち
女
性
も
献
上
者
の
候
補
と
な
っ
た
。注
３

　

先
行
研
究
者
達
注
４
に
よ
っ
て
舞
姫
を
献
上
し
た
女
性
た
ち
と
し
て
は
以
下
の
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

①　

天
慶
元
年（
九
三
八
年
）　　
　
　

皇
太
后  /

中
宮 　

藤
原
穏
子

　
　
　
　

②　

天
元
元
年（
九
七
八
年
）　　
　
　

一
品
内
親
王
資
子

　
　
　
　

③　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）　　
　
　

皇
太
后
藤
原
遵
子

　
　
　
　

④　

永
祚
元
年（
九
八
九
年
）　　
　
　

太
皇
太
后
昌
子
内
親
王

　
　
　
　

⑤　

正
暦
四
年（
九
九
三
年
）　　
　
　

皇
后  /
中
宮  　

藤
原
定
子

　
　
　
　

⑥　

長
保
二
年（
一
〇
〇
〇
年
）　　
　

中
宮
藤
原
彰
子

　
　
　
　

⑦　

寛
仁
二
年（
一
〇
一
八
年
）　　
　
（
敦
康
親
王
男
性
）  

一
品
内
親
王
脩
子

a

abcabc

ac

a

bc
abcab

c

b

　
　
　
　
　
　

a
：　

服
藤
早
苗
論
文　

①
②
③
④
⑤
⑥　

の
６
名　

　
　
　
　
　
　

b
：　

佐
藤
泰
弘
論
文　

①
②
③
⑤
⑥　

の
５
名（
④
を
欠
く
）

　
　
　
　
　
　

c
：　

三
上
啓
子
論
文　

②
③
④
⑤
⑥
⑦　

の
６
名（
対
象
範
囲
を
天
元
元
年
以
降
と
す
る
た
め
①
が
な
い
）
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三

　

こ
の
中
で
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
献
上
者
は
先
行
３
論
文
abc

の
す
べ
て
で
、
皇
太
后
遵
子
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
は
永
延

二
年（
九
八
八
年
）の
献
上
者
は
遵
子
で
は
な
く
詮
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
遵
子
は
永
延
二
年
の
献
上
者
で
は
な

か
っ
た
が
、
本
論
文
は
、
遵
子
は
前
年
の
永
延
元
年（
九
八
七
年
）に
舞
姫
を
献
上
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。

Ａ　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
献
上
者

１
．『
小
右
記
』

　
『
小
右
記
』の
永
延
二
年
十
一
月
十
九
日
条
に「
亥
終
五
節
参
上
〈
皇
太
后
宮
、
左
京
大
夫（
源
）泰
清
、
修
理
権
大
夫（
藤
原
）安
親
、
侍

従
宰
相（
藤
原
）誠
信
〉
」（
〈
〉
は
割
注
）と
あ
る
。
当
今
で
あ
る
一
条
天
皇
は
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）六
月
二
十
三
日
に
践
祚
し
て
、
七

月
二
十
二
日
に
即
位
し
た
。
大
嘗
祭
は
新
帝
の
即
位
式
が
七
月
以
前
だ
と
そ
の
年
、
八
月
以
降
だ
と
翌
年
と
な
る
。
一
条
天
皇
の
大
嘗
祭
は

即
位
の
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）の
年
内
の
十
一
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
五
節
は
例
年
の
新
嘗
祭
で
あ
る
。
新
嘗

祭
の
舞
姫
は
４
人
で
、『
小
右
記
』は
、
皇
太
后
宮
、
左
京
大
夫
源
泰
清
、
修
理
権
大
夫
藤
原
安
親
、
侍
従
宰
相
藤
原
誠
信
の
４
人
が
献
上
し

た
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
皇
太
后
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
五
節
の
先
行
研
究
者
た
ち
で
あ
る
服
藤
早
苗
、
佐
藤
泰
弘
、
三

上
啓
子
の
３
氏
は
と
も
に
藤
原
遵
子
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



国際日本学論叢

119

四

２　
『
栄
花
物
語
』の
記
述

　

ま
ず
、
永
延
二
年
の
献
上
者
が
遵
子
と
み
な
さ
れ
た
過
程
を
考
え
よ
う
。
三
上
氏
の
リ
ス
ト
に
は
献
上
者
名
の
典
拠
は
付
さ
れ
て
い
な

い（
献
上
と
官
職
昇
進
と
の
関
連
を
述
べ
た
論
文
で
あ
る
）。
佐
藤
氏
は
献
上
者
比
定
の
典
拠
に『
小
右
記
』を
あ
げ
る
。
服
藤
氏
は
献
上
者

の
典
拠
と
し
て『
小
右
記
』と『
栄
花
物
語
』を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
今
見
た『
小
右
記
』の
割
注
〈
皇
太
后
宮
、
左
京
大
夫（
源
）泰
清
、
修
理

権
大
夫（
藤
原
）安
親
、
侍
従
宰
相（
藤
原
）誠
信
〉
」で
言
っ
て
い
る
の
は
献
上
者
の
筆
頭
が「
皇
太
后
」で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で

あ
っ
て
、
皇
太
后
遵
子
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
で
は
、
も
う
一
つ
の
典
拠
と
さ
れ
る『
栄
花
物
語
』を
あ
た
ろ
う
。『
栄
花
物
語
』で
五
節
の

献
上
に
つ
い
て
は
、
巻
第
３「
さ
ま
ざ
ま
な
よ
ろ
こ
び
」の
な
か
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

四
条
の
宮
の
御
五
節
、
ま
た
左
大
臣
殿
の
左
兵
衛
督
時
仲
の
君
、
さ
て
は
受
領
ど
も
奉
る
。
御
前
の
試
み
の
御
覧
の
夜

な
ど
は
、
上
若
う
お
は
し
ま
せ
ど
、
后
宮
お
は
し
ま
せ
ば
、
そ
の
二
間
の
御
簾
の
内
の
け
は
ひ
、
人
し
げ
さ
な
ど
…
中
略

…
。
な
ほ
宮
の
御
五
節
は
い
と
心
こ
と
な
り
。　
（
小
学
館
新
編
全
集『
栄
花
物
語
』①
１
６
０
頁
）。

と
あ
っ
て
、
四
条
の
宮
が
舞
姫
を
献
上
し
た
こ
と
、
そ
の
年
の
ほ
か
の
献
上
者
は
、
左
大
臣
家
の
左
兵
衛
督
時
仲
と
受
領
達
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
宮（
四
条
の
宮
）の
献
上
し
た
五
節
舞
姫
一
行
は
と
く
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
遵
子
は
関
白
藤
原
頼
忠
の
女
で
、

母
は
代
明
親
王（
醍
醐
天
皇
皇
子
）の
娘
厳
子
女
王
で
あ
る
。
遵
子
の
父
の
邸
宅
は
左
京
の
三
条
殿
と
四
条
に
あ
っ
た
。注
５　

遵
子
は
夫
君

円
融
の
永
観
二
年（
九
八
四
年
）の
譲
位
後
は
四
条
に
あ
る
里
邸
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
永
延
年
代
の「
四
条
の
宮
」な
ら
遵
子
で
ま
ち
が
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五

い
な
い
。（
邸
宅
が
后
の
住
居
と
な
る
と「
宮
」と
呼
称
さ
れ
る
。）さ
ら
に
こ
の
五
節
が
永
延
二
年
の
こ
と
と
比
定
さ
れ
た
過
程
を
推
測
す

る
と
、『
栄
花
物
語
』で
は
、
こ
の
五
節
に
先
立
つ
段
落
で
、
東
三
条
殿
で
兼
家
の
六
十
の
賀
が
行
わ
れ
た
十
月
に
続
く
十
一
月
に
四
条
宮

が
五
節
を
献
上
し
た
、
つ
ま
り
、
四
条
宮
の
遵
子
が
五
節
を
献
上
す
る
の
は
、
兼
家
の
六
十
賀
が
行
わ
れ
た
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
兼
家
が
六
〇
歳
に
な
っ
た
の
は
実
際
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）な
の
で
あ
っ
た
。
史
料
で
も
、
兼
家
は
永
延
二
年

（
九
八
八
年
）の
三
月
十
六
日
に
法
性
寺
で
六
十
の
賀
を
行
い（『
小
右
記
』）、
三
月
二
十
五
日
に
は
天
皇
が
内
裏
常
寧
殿
で
兼
家
の
六
十
の

賀
を
行
っ
た（『
日
本
紀
略
』）ほ
か
、
十
一
月
七
日
に
息
子
で
あ
る
権
大
納
言
道
隆
が
兼
家
の
六
十
賀
を
行
う（『
小
右
記
』）な
ど
、
永
延
二

年
に
盛
ん
に
兼
家
の
六
十
の
賀
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
栄
花
物
語
』で
は
、
四
条
の
宮
と
同
時
に
舞
姫
を
献
上
し
た
官
人
た
ち
は
左
大
臣
殿
の
左
兵
衛
督
時
仲
の
君
と
そ
の
ほ
か
受

領
た
ち
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、『
小
右
記
』の
記
述
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
永
延
二
年
に
五
節
を
献
上
し
た
の
は
、
皇
太

后
宮
、
左
京
大
夫（
源
）泰
清
、
修
理
権
大
夫（
藤
原
）安
親
、
侍
従
宰
相（
藤
原
）誠
信
の
４
名
の
は
ず
で
あ
り
、
時
中
の
名
は
な
い
。
誠
信

（「
さ
ね
の
ぶ
」又
は「
し
げ
の
ぶ
」）は
宰
相
だ
か
ら
公
卿
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
ほ
か
の
２
人
、
左
京
大
夫（
源
）泰
清
と
修
理
権
大

夫（
藤
原
）安
親
は
受
領
な
の
か
。
源
泰
清
は
、
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
永
延
二
年
の
正
月
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
非
参
議
な
が
ら

公
卿
に
列
し
た
。
藤
原
安
親
も
前
年
の
永
延
元
年
九
八
七
年
十
一
月
十
一
日
に
参
議（
兼
修
理
大
夫
）に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
公
卿
た
ち

で
あ
っ
て
、
こ
の
年
の
献
上
者
に
受
領
は
い
な
い
。

源
泰
清　
　

永
延
二
年
条　

非
参
議　

従
三
位　

正
月
廿
九
日
叙
）。
同
日
任
左
京
大
夫
。

藤
原
安
親　

永
延
元
年
条　

参
議　

正
四
位
上　

六
十
六　

十
一
月
十
一
日
任
。　　
　
（『
公
卿
補
任
』）
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六

『
栄
花
物
語
』の
記
述
に
は
他
に
も
矛
盾
点
も
多
い
。『
栄
花
物
語
』の
兼
家
の
六
十
賀
を
描
く
段
落
に
、

帝
も
行
幸
せ
さ
せ
た
ま
ひ
、
東
宮
も
お
は
し
ま
し
て
、
殿
の
家
司
ど
も
み
な
よ
ろ
こ
び
し
た
る
な
か
に
も
、
有
国
、
惟
仲
を

大
殿
い
み
じ
き
も
の
に
思
し
め
し
た
り
。
有
国
は
左
中
弁
、
惟
仲
は
右
中
弁
に
て
、
世
の
お
ぼ
え
、
才
な
ど
も
、
人
よ
り
こ

と
な
る
人
々
に
て
、
お
の
お
の
こ
の
た
び
も
加
階
し
て
い
み
じ
う
め
で
た
し
。（
小
学
館
新
編
全
集　

１
５
９
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
三
条
院
で
十
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
兼
家
の
賀
に
、
帝（
一
条
）と
東
宮（
居
貞
。
の
ち
の
三
条
天
皇
）も
行

幸
・
行
啓
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
日
本
紀
略
』で
は
、
兼
家
六
十
賀
は
行
幸
で
は
な
く
、
内
裏
の
常
寧
殿
で
天
皇
主
催
の
賀

が
三
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
三
条
院
で
行
わ
れ
た
の
は
そ
の
後
宴
で（
も
ち
ろ
ん
天
皇
の
行
幸
は
な
い
）三
月

二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

３
．
永
延
二
年
の「
皇
太
后
」の
比
定

　

そ
れ
に
も
ま
し
て
、『
小
右
記
』が
云
う
永
延
二
年
の
献
上
者
の
皇
太
后
が
遵
子
で
な
い
の
は
決
定
的
な
理
由
が
あ
る
。「
永
延
二
年
の

皇
太
后
は
詮
子
で
あ
っ
て
、
遵
子
で
は
な
い
」の
で
あ
る
。

　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）と
い
え
ば
、
遵
子
の
夫
君
、
円
融
天
皇
は
既
に
永
観
二
年（
九
八
四
年
）に
譲
位
し
て
お
り
、
次
の
花
山
天
皇
は
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七

「
欺
か
れ
て
」、
在
位
わ
ず
か
一
年
十
か
月
で
出
家
退
位
、
そ
れ
を
う
け
て
寛
和
二
年
九
八
六
年
に
円
融
皇
子
で
あ
る
幼
い
懐
仁
親
王（
一
条

天
皇
）が
７
歳
で
即
位
し
て
か
ら
２
年
目
で
あ
る
。
一
条
が
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）六
月
二
十
三
日
践
祚
す
る
と
、
七
月
五
日
に
、
母
で
あ

る
女
御
詮
子
は
、
皇
后
を
経
ず
に
皇
太
后
に
冊
封
さ
れ
た
。
詮
子
は
、
第
一
皇
子（
そ
し
て
結
局
、
円
融
の
た
だ
一
人
の
子
）を
産
ん
で
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
君
円
融
は
、
詮
子
を
差
し
置
い
て
、
関
白
藤
原
頼
忠
注
６
の
女
、
遵
子
を
立
后（
中
宮
）さ
せ
て
い
た
の
だ
。
遵
子
は
子

女
を
産
ん
で
い
な
い
の
で
、「
素
腹
の
后
」と
揶
揄
さ
れ
た
と『
大
鏡
』は
語
る（
新
編
全
集
１
１
５
頁
）。
遵
子
の
立
后
以
来
、
不
満
を
募
ら

せ
た
詮
子
は
、
円
融
の
内
裏
召
還
に
応
ぜ
ず
、
ず
っ
と
父
の
兼
家
の
東
三
条
殿
で
里
居
を
続
け
て
い
た
の
だ
が
、
息
子
の
一
条
が
即
位
す
る

に
お
よ
ん
で
七
月
九
日
内
裏
に
参
入
し
、
以
来
、
大
半
を
内
裏
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。（
詮
子
の
内
裏
居
住
は
正
暦
元
年（
九
九
〇

年
）末
ま
で
続
く
。）

　

こ
の
あ
た
り
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
倉
本
一
宏『
一
条
天
皇
』に
詳
し
い
。
ま
た
、
兼
家
・
詮
子
父
娘
の
円
融
天
皇
に
対
す
る
い
や
が
ら

せ
は
、
繁
田
信
一『
天
皇
た
ち
の
孤
独
』の
第
２
章「
円
融
天
皇
の
嫌
悪
」で
語
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
繁
田
氏
は
、
円
融
天
皇
が
一
人

息
子
の
懐
仁
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
在
位
中
で
は
た
っ
た
３
回
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る（
同
氏
の
書
５
３
頁
）。
う
ち
２
回
は
五
十
日

祝
と
着
袴
の
儀
の
折
で
、
こ
れ
ら
の
儀
式
は
内
裏
で
行
わ
れ
た
注
７
の
で
、
兼
家
と
詮
子
の
父
娘
は
、
着
袴
に
は
懐
仁
親
王
を
参
内
は
さ
せ

た
も
の
の
、
儀
式
が
終
わ
る
と
さ
っ
さ
と
親
王
を
連
れ
て
帰
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
後
は
、
円
融
天
皇
に
と
っ
て
は
一
粒
種
で
あ
る
懐
仁
を

内
裏
に
参
内
さ
せ
た
り
、
対
面
す
る
機
会
を
与
え
た
り
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
五
節
の
あ
っ
た
永
延
二
年（
九
八
八
年
）に
は
皇
太
后
は
国
母
詮
子
で
あ
り
、
詮
子
が
内
裏
に
君
臨
し
て
い
た
。 

詮
子

が
皇
太
后
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
円
融
中
宮
で
あ
っ
た
遵
子
の
ほ
う
は
永
延
二
年
現
在
、
身
位
は
中
宮
の
ま
ま
で
あ
る
。
天
皇
が
退
位
し
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八

て
太
上
天
皇
と
な
っ
て
も
、
妻
后
は
自
動
的
に
皇
太
后
に
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、『
源
氏
物
語
』で
も
桐
壺
帝
が
譲
位
し
た
と
き
は
新

帝
朱
雀
の
母
弘
徽
殿
の
女
御
が
皇
太
后
と
な
り
、
前
帝
妻
后
で
あ
っ
た
藤
壺
は
中
宮
の
ま
ま
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』の
弘
徽
殿
の
女
御
は

ま
さ
に
、
詮
子
が
女
御
か
ら
直
接
に
皇
太
后
へ
冊
立
さ
れ
た
事
象
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』で
も
、
藤
壺
が
中
宮
位
に

留
ま
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
朱
雀
帝
は
自
身
の
妻
后（
中
宮
）を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弘
徽
殿
大
后
に
と
っ
て
藤
壺
の
中
宮
位
は「
あ

る
ま
じ
き
こ
と
に
の
た
ま
ふ
な
る
位
」で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る（『
源
氏
物
語
』賢
木
巻
１
１
４
頁
）。

　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
時
点
で
の
三
后
は
、
中
宮
が
遵
子
で
、
詮
子
が
皇
太
后
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
后
位
で
あ
る
太
皇
太
后
は
、

冷
泉
中
宮
だ
っ
た
昌
子（
内
親
王
）が
占
め
て
い
た
。
昌
子
は
、
詮
子
が
皇
太
后
に
冊
立
さ
れ
る
た
め
、
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）七
月
に
皇

太
后
か
ら
太
皇
太
后
に
転
上
し
て
い
た
。
一
方
、
遵
子
が「
皇
太
后
」と
な
る
の
は
長
保
二
年（
一
〇
〇
〇
年
）で
あ
り
、
そ
の
年
に
は
太
皇

太
后
昌
子（
内
親
王
）が
崩
じ
、
詮
子
が
太
皇
太
后
に
転
上
し
て
、
皇
太
后
位
が
空
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
宮
遵
子
は
永
延
二
年
の
二

年
後
の
正
暦
元
年（
九
九
〇
年
）に
は
皇
后
へ
と
呼
称
を
変
え
る（
変
え
さ
せ
ら
れ
る
）こ
と
に
な
る
。
藤
原
道
隆
が
娘
の
定
子
を
と
に
か
く

立
后
さ
せ
る
た
め
３
つ
の
后
位
を
四
后
に
増
や
す
た
め
で
あ
っ
た
。

　

以
下
に
永
延
元
年（
九
八
七
年
）か
ら
永
延
二
年
を
経
て
長
保
二
年（
一
〇
〇
〇
年
）皇
后
定
子
が
没
す
る
ま
で
の
后
位
に
い
た
人
物
の

変
遷
を
ま
と
め
た
。
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九

　

も
う
一
度
言
う
と
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）に
は
。
遵
子
は
中
宮

で
あ
り
、「
皇
太
后
」と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
詮
子
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
誤
記
の
可
能
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
小
右
記
』の「
皇
太

后
」が
皇
后
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
い
。
な
ぜ
な
ら
、

天
元
五
年（
九
八
二
年
）三
月
十
一
日
に
遵
子
が
立
后
さ
れ
て
中
宮

職
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
正
暦
元
年（
九
九
〇
年
）十
二
月
定
子
が
中

宮
と
し
て
立
后
さ
れ
て
遵
子
が
皇
后
と
呼
称
を
変
え
る
ま
で
、『
小

右
記
』に
お
い
て
遵
子
に
言
及
す
る
約
６
０
件
の
記
載
は
す
べ
て

「
中
宮
」と
表
記
さ
れ
て
い
る
。注
８　
『
小
右
記
』に
お
い
て
初
め
て

遵
子
を
皇
后
宮
と
表
記
す
る
の
は
、
定
子
の
中
宮
冊
立
後
の
正
暦
元

年（
九
九
〇
年
）十
二
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
実
資
の
中
宮
と
皇

后
の
呼
び
分
け
は
、
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
後
代
の
転

写
の
過
程
で
皇
太
后
の「
太
」の
字
が
抜
け
落
ち
る
可
能
性
は
ゼ
ロ

と
は
言
い
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
太
」が
落
ち
れ
ば
、
遵
子
は

「
皇
后
」と
書
か
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
永
延
二
年
な
ら
遵
子
は「
中
宮
」

で
あ
り
、
皇
后
で
は
な
い
。
逆
に
中
宮
を
皇
太
后
と
誤
記
・
誤
写
す

永延元年
987年

永延2年
988年

永祚元年
989年

正暦元年
990年

長保2年3月以降
1000年

天皇 一条 986年6月23日花山出家を受け践祚

太皇太后 昌子
内親王

3代前
冷泉正妻

昌子 昌子 昌子 n/a

皇太后 詮子 一条母 詮子 詮子 詮子 遵子

皇后 遵子（皇后） 定子（12月16日没）

中宮 遵子 先先代
円融正妻

遵子 遵子 （中宮）定子
10月25立后

彰子  2月25日立后

注　太皇太后昌子 長保元年999年12月1日崩御
　　詮子 正暦2年991年9月、女院号。東三条院。長保2年に太皇太后は空位。
　　皇后定子 長保2年（1000年）12月16日崩
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一
〇

る
可
能
性
は
文
字
数
や
字
の
非
類
似
性
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
ま
ず
無
い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
永
延
二
年
の
五
節
献
上
者
で
あ
る「
皇
太
后
」は
詮
子
で
あ
っ
て
、「
中
宮
」遵
子
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
と
考
え

る
。

　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）、
詮
子
の
愛
息
一
条
は
九
八
〇
年
生
ま
れ
の
９
歳
。
国
母
と
な
っ
た
皇
太
后
詮
子
は
、
幼
帝
を
擁
し
て
内
裏
の

実
力
者
に
の
し
上
が
っ
た
。（
実
際
に
行
幸
な
ど
に
は
同
與
し
て
い
る
）。
円
融
の
皇
嗣
男
子
を
産
ん
だ
の
に
、
自
分
は
女
御
に
留
め
置
か

れ
、
子
を
な
さ
な
い
遵
子
が
立
后
し
た
こ
と
に
対
す
る
恨
み
は
大
き
か
っ
た
ろ
う
が
、
い
ま
や
立
場
は
逆
転
し
、
自
分
は
国
母
に
し
て
遵
子

よ
り
格
上
の
皇
太
后
で
あ
る
。
得
意
の
絶
頂
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
詮
子
の
夫
君
円
融
は
永
延
二
年
に
は
健
在
で
あ
っ
た
が（
崩
御
は
正
暦

二
年
九
九
一
年
二
月
十
二
日
）、
寛
和
元
年（
九
八
五
年
）に
出
家
し
て
法
皇
で
あ
る
。
円
融
は
後
院
に
暮
ら
し
た
が
、
詮
子
は
一
条
の
幼
時

は
、
ほ
と
ん
ど
を
内
裏
で
息
子
の
そ
ば
で
暮
ら
し
た
。
永
延
二
年
、
幼
い
息
子
の
治
世
を
飾
る
新
嘗
会
に
、
詮
子
は
晴
れ
や
か
に
五
節
献
上

を
引
き
受
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。



112

永延二年（九八八年）の五節舞姫献上者をめぐって

一
一

Ｂ　

永
延
元
年
九
八
七
年
の
献
上
者
と
し
て
の
遵
子

１
．『
栄
花
物
語
』の
源
時
中
か
ら
の
比
定

　

前
節
で
、
永
延
二
年
の
献
上
者
は
遵
子
で
は
な
く
、
皇
太
后
詮
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

し
か
し
、『
栄
花
物
語
』の
四
条
の
宮
の
五
節
献
上
記
事
は
、
ほ
か
の
献
上
者
は
、
左
大
臣
家
の
左
兵
衛
督
時
仲
と
受
領
達
で
あ
っ
た
、
ま

た
源
時
中
を
あ
げ
る
な
ど
、
大
変
具
体
的
で
あ
り
、
一
か
ら
十
ま
で
作
り
事
と
も
思
え
な
い
。『
栄
花
物
語
』の
正
編
の
著
者
は
赤
染
衛
門

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
赤
染
衛
門
は
九
六
〇
年
前
後
の
生
ま
れ
と
さ
れ
、
紫
式
部
や
清
少
納
言
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
人
物
で
あ
る
。（
正
編

の
著
者
が
た
と
え
赤
染
衛
門
で
な
い
に
し
て
も
、）『
栄
花
物
語
』の
成
立
は
一
〇
三
五
年
以
前
の
成
立
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
歴
史
物

語
で
は
、
著
者
の
主
観
や
誇
張
は
入
れ
込
ん
で
も
、
そ
の
出
来
事
を
知
る
人
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
、
出
来
事
そ
の
も
の
が
架
空
の
作
り
も

の
で
あ
っ
て
は
読
者
は
納
得
す
る
ま
い
。『
栄
花
物
語
』の
遵
子
の
舞
姫
献
上
の
記
述
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。

　

永
延
二
年（
九
八
八
年
）に
、
遵
子
と
と
も
に
献
上
者
と
な
っ
た
と
い
う
時
中（
小
学
館
新
編
で
は
時
仲
と
表
記
）は
、
こ
の
と
き「
左
大

臣
家
の
左
兵
衛
督
」で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
源
時
中
が
左
兵
衛
督
で
、
か
つ
父
親
が
左
大
臣
で
あ
っ
た
年
月
を
み
る
と
、
時
中
が
左

兵
衛
督
で
あ
っ
た
の
は
、
永
延
元
年（
九
八
七
年
）七
月
十
一
日
〜
正
暦
二
年（
九
九
一
年
）九
月
二
十
一
日
の
四
年
間
で
あ
る
こ
と
が『
公

卿
補
任
』か
ら
わ
か
る
。
時
中
の
父
雅
信（
ま
さ
ざ
ね
）は
こ
の
間
ず
っ
と
左
大
臣
で
あ
っ
た
の
で「
左
大
臣
家
」に
問
題
は
な
い
。
永
延
元

年（
九
八
七
年
）か
ら
正
暦
二
年（
九
九
一
年
）ま
で
の
う
ち
、
正
暦
二
年（
九
九
一
年
）、
時
中
は
九
月
に
右
衛
門
督
に
転
じ
て
い
る
の
で
、
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一
二

十
一
月
の
五
節
の
時
に
は
既
に
左
兵
衛
督
で
は
な
い
。
永
延
二
年（
九
八
八
年
）に
つ
い
て
は『
小
右
記
』の
割
注
に
よ
っ
て
４
人
の
献
上
者

全
員
が
判
明
し
て
い
て
時
中
は
献
上
者
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
、
こ
の
年
は
除
か
れ
る
の
で
、
左
兵
衛
督
時
中
が
献
上
者
で
あ
り

え
た
の
は
永
延
元
年（
九
八
七
年
）、
永
祚
元
年（
九
八
九
年
）、
正
暦
元
年（
九
九
〇
年
）の
３
年
間
に
絞
ら
れ
る
。

表
１　

源
時
中　

公
卿
補
任
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
抽
出
。http://w
w

w
.isc.m

eiji.ac.jp/~yoshim
u/database.htm

l

寛
和
二
年
条
九
八
六
年

非
参
議 

正
三
位　

同〈
源
〉時
中　

四
十
六　

七
月
廿
三
日
叙
。
元
正
四
位
下（
越
階
。
前
坊
亮
労
。
御
即
位
）。

十
月
十
五
日
任
三
木
。

寛
和
二
年
条
九
八
六
年

参
議　

正
三
位　

源
時
中　

十
月
十
五
日
任
。
大
蔵
卿
皇
太
后
宮
権
大
夫
等
如
元
。

永
延
元
年
条
九
八
七
年

参
議　

正
三
位　

源
時
中　

四
十
六　

大
蔵
卿
。
皇
太
后
宮
権
大
夫
。
七
月
十
一
日
左
兵
衛
督
。
止
卿
。
大
夫
如
元
。

八
月
廿
日
庚
戌
巳
尅
着
座
。

永
延
二
年
条
九
八
八
年

参
議　

正
三
位　

源
時
中　

四
十
七　

左
兵
衛
督
。
皇
大
后
宮
権
大
夫
。
正
月
廿
九

永
祚
元
年
条
九
八
九
年

参
議　

正
三
位　

同〈
源
〉時
中　

四
十
八 

左
兵
衛
督
。
皇
大
后
宮
権
大
夫
。

正
暦
元
年
条
九
九
〇
年

参
議　

正
三
位　

源　

時
中　

四
十
九　

左
兵
衛
督
。
皇
太
后
宮
権
大
夫
。

正
暦
二
年
条
九
九
一
年

参
議　

正
三
位　

源
時
中　

五
十　

皇
太
后
宮
権
大
夫
。
左
兵
衛
督
。
九
月
十
六
日
止
権
大
夫（
依
本
宮
御
出
家
也
）。

同
廿
一
日
転
右
衛
門
督
。

　

こ
の
三
年
の
う
ち
、
正
暦
元
年（
九
九
〇
年
）の
献
上
者
は『
小
右
記
』か
ら
左
大
臣
源
雅
信（
ま
さ
ざ
ね
）、
参
議
藤
原
時
光
、
近
江
守
平

惟
仲
、
和
泉
守
藤
原
時
明
と
全
員
の
名
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
時
中
の
名
は
な
い
の
で
、
正
暦
元
年
も
除
く
。

そ
し
て
、
永
祚
元
年（
＝
永
延
三
年
。
九
八
九
年
）六
月
二
十
六
日
に
は
遵
子
の
父
頼
忠
が
薨
去
し
て
い
る
の
で
、
遵
子
は
重
服
と
な
り
、
こ
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一
三

の
年
の
遵
子
の
献
上
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。（
後
代
に
は
服
喪
中
で
も
献
上
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
も
出
て
く
る
が
）。

　

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
消
去
法
に
よ
り
、
遵
子
が
左
兵
衛
督
時
中
と
同
じ
年
に
舞
姫
を
献
上
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
永
延
元
年

（
九
八
七
年
）の
み
と
な
る
。

２
．『
栄
花
物
語
』の
そ
の
ほ
か
の
記
述
と
の
整
合
性

　

前
節
で
述
べ
た『
栄
花
物
語
』の
兼
家
の
東
三
条
院
で
の
六
十
の
賀
へ
の
行
幸
で
、
家
司
で
あ
る
左
中
弁
有
国
と
右
中
弁
が
加
階
し
た
と

い
う
記
述
を
再
度
見
て
み
よ
う
。

帝
も
行
幸
せ
さ
せ
た
ま
ひ
、
東
宮
も
お
は
し
ま
し
て
、
殿
の
家
司
ど
も
み
な
よ
ろ
こ
び
し
た
る
な
か
に
も
、
有
国
、
惟
仲
を

大
殿
い
み
じ
き
も
の
に
思
し
め
し
た
り
。
有
国
は
左
中
弁
、
惟
仲
は
右
中
弁
に
て
、
世
の
お
ぼ
え
、
才
な
ど
も
、
人
よ
り
こ

と
な
る
人
々
に
て
、
お
の
お
の
こ
の
た
び
も
加
階
し
て
い
み
じ
う
め
で
た
し
。（
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　
『
栄

花
物
語
』　

１
５
９
頁
。
傍
線
付
加
）

　

兼
家
の
東
三
条
院
で
の
六
十
の
賀
へ
の
行
幸
は
現
存
す
る
一
級
史
料（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
）に
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
前
年
の
永
延
元

年（
九
八
七
年
）の
十
月
十
四
日
に
、
天
皇
は
摂
政
兼
家
の
東
三
条
第
へ
行
幸
し
て
い
る
記
録
は『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』に
あ
る
。
こ
の

東
三
条
院
へ
の
行
幸
で
は
擬
文
章
生
の
省
試
を
兼
ね
た
詩
宴
を
行
っ
た
。
そ
の
行
幸
で
、
有
国（
当
時
は
在
国
）は
家
司
賞
と
し
て
従
四
位
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一
四

下
に
加
階
さ
れ
、
同
日
右
中
弁
か
ら
左
中
弁
に
転
じ
た
。
平
惟
仲
も
ま
た
、
永
延
元
年（
九
八
七
年
）十
月
十
四
日
の
行
幸
の
家
司
賞
と
し

て
、
正
五
位
上
に
加
階
さ
れ
、
次
月
十
一
月
に
右
少
弁
か
ら
右
中
弁
へ
転
じ
て
い
る
の
で
、『
栄
花
物
語
』の
記
述
と
一
致
す
る
。

表
２

藤
原
有
国（
在
国
）

永
延
元
七
十
一
右
中
弁
。
十
月
十
四
従
四
下（
此
日
行
幸
枇
杷
第
。
以
家
司
有
此
賞
）。
同
日
左
中
弁
。

平
惟
仲

永
延
元
七
十
一
任
右
少
弁
。
同
九
月
四
日
兼
大
学
頭
。
同
十
月
十
四
日
正
五
上（
此
日
行
幸
摂
政
第
。
家
司
預
此
賞
）。

十
一
月
日
転
右
中
弁（
依
加
階
越
左
少
弁
保
信
）。　
（『
公
卿
補
任
』よ
り
）

　
『
栄
花
物
語
』で
遵
子
と
同
じ
年
の
公
卿
分
の
献
上
者
と
さ
れ
る
源
時
中
は
、
表
１
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
左
兵
衛
督
と
な
る
前
年
の
寛

和
二
年（
九
八
六
年
）七
月
二
十
三
日
に
正
四
位
下
か
ら
越
階
し
て（
従
三
位
を
経
な
い
で
）正
三
位
に
昇
叙
さ
れ
て
、
同
じ
年
の
十
月
十
五

日
に
参
議
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
舞
姫
献
上
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
昇
進
で
あ
る
。
時
中
が
永
延
元
年
に
新
任
参
議
と
し
て
舞
姫
献

上
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』は
こ
の
五
節
の
記
事
に
続
い
て
、「
五
節
も
果
て
ぬ
れ
ば
、
臨
時
の
祭
、
二
十
日
あ
ま
り
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。」と
、
遵
子
の

五
節
献
上
の
年
の
賀
茂
の
臨
時
祭
り
が
五
節
後
す
ぐ
十
一
月
二
十
日
余
り
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
語
る
。
こ
れ
を
、
小
学
館
新
編
全
集
の
頭

注
は
、
永
延
二
年
の
賀
茂
臨
時
祭
は
十
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
を「
二
十
日
あ
ま
り
」と
い
う
の
は「
史
実
に
反
す
る
」と
い

う
。
た
し
か
に
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
五
節
は
十
一
月
二
十
一
日
辰
の
日
に
行
わ
れ
、
例
年
十
一
月
の
下
酉
の
日
に
行
わ
れ
る
は
ず
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一
五

の
賀
茂
臨
時
祭
は
十
二
月
七
日
の
申
の
日
に
行
わ
れ
た
。
永
延
二
年
の
賀
茂
臨
時
祭
は
永
平
親
王
の
薨
去
に
よ
っ
て
延
引
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
年
の
永
延
元
年（
九
八
七
年
）に
は
、
五
節
は
十
一
月
二
十
二
日
辰
の
日
に
行
わ
れ
、
賀
茂
の
臨
時
祭
は
十
一
月

二
十
六
日
、
す
な
わ
ち
延
引
な
ど
は
な
く
例
年
通
り
、
十
一
月
の
下
酉
の
日
に
行
わ
れ
て
い
て
い
る
か
ら（『
日
本
紀
略
』）、
こ
の
遵
子
の

献
上
が
永
延
元
年
で
あ
れ
ば『
栄
花
物
語
』の
記
述
は
史
実
に
則
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
一
条
の
即
位
は
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）七
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
か
ろ
う
じ
て
七
月
中
で
あ
る
か
ら
大
嘗
祭
は
そ
の
年
の
う
ち

に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
り
、
実
際
、
寛
和
二
年（
九
八
六
年
）に
大
嘗
祭
は
催
行
さ
れ
た
。
永
延
元
年（
九
八
七
年
）の
五
節
は
大
嘗
祭

の
翌
年
と
な
り
、『
栄
花
物
語
』で
い
う「
ご
即
位
の
年
は
さ
る
や
む
ご
と
な
き
事
に
て
、
今
年
は
五
節
の
み
こ
そ
は
有
様
け
ざ
や
か
に
」

と
、「
去
年
は
即
位
の
年
の
大
嘗
祭
で
五
節
も
埋
も
れ
が
ち
だ
が
、
今
年
の
五
節
こ
そ
は
」と
み
ん
な
の
期
待
も
高
ま
っ
た
、
と
い
う
状
況

に
い
か
に
も
ぴ
っ
た
り
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』正
篇
は
康
保
四
年（
九
六
七
年
）か
ら
一
年
単
位
の
編
年
体
に
な
っ
て
お
り
、
事
件
の
配
列
の
順
序
が
比
較
的
正
確
で
、
書

か
れ
て
い
る
人
物
の
官
位
な
ど
も
大
き
な
誤
り
の
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
。注
９　

し
か
し
、
故
意
か
記
憶
違
い
か
、
史
実
と
の

一
・
二
年
の
ズ
レ
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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一
六

３
．
遵
子
の
舞
姫
献
上
に
つ
い
て
の
結
論

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、『
栄
花
物
語
』の
四
条
の
宮
の
遵
子
の
五
節
献
上
は
作
り
話
で
は
な
か
っ
た
が
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）の
こ
と

で
は
な
く
、
そ
の
一
年
前
の
永
延
元
年（
九
八
七
年
）の
五
節
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、「『
中
宮
』遵
子
は
、
永
延
二
年（
九
八
八
年
）で
は
な
く
、『
永
延
元
年（
九
八
七
年
）に
、
五
節
を
献
上
し
た
。
そ
の
年
の
他
の
献

上
は
左
大
臣
源
雅
信
の
長
男
時
中
と
殿
上
受
領
２
名
で
あ
っ
た
』」と
推
定
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
『
栄
花
物
語
』は「
四
条
の
宮
の
五
節
一
行
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
」、
と
語
る
が
、
遵
子
は
永
観
二
年（
九
八
四
年
）八
月
に
夫
君
円

融
の
譲
位
と
共
に
内
裏
を
出
て
自
分
の
里
邸
に
暮
ら
し
て
四
年
。
子
を
な
さ
な
か
っ
た
前
帝
の
正
室
に
内
裏
で
居
場
所
は
な
い
。
寛
和
二

年（
九
八
六
年
）七
月
に
は
兼
家
の
女
詮
子
が
皇
太
后
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
を
憎
ん
だ
詮
子
が
、
今
度
は
自
分
よ
り
上
位
の
后
と
し
て
意

趣
返
し
を
ね
ら
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
内
裏
へ
五
節
の
た
め
に
参
入
は
気
の
進
ま
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。（
実
際
に
参
入

し
た
の
か
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。）も
し
清
涼
殿
の
御
前
試
に
参
列
す
れ
ば
、
今
度
は
中
宮
遵
子
は
皇
太
后
詮
子
の
下
座
に
着
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』で
も
、
弘
徽
殿
の
女
御
が
花
の
宴
に
参
加
す
れ
ば
藤
壺
中
宮
の
下
座
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
面
白

く
な
か
っ
た
が
、
結
局
盛
大
な
物
見
を
見
物
し
た
く
て
参
上
す
る
場
面
が
あ
る
。注
１
０
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一
七

舞
姫
の
献
上
は
費
用
が
か
さ
む
も
の
な
が
ら
、
同
時
に
晴
れ
が
ま
し
い
役
割
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
舞
姫
を
献
上
し
た
后
た
ち

は
内
裏
に
居
住
し
て
と
き
め
い
て
い
た
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
里
邸
に
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
遵
子
が
、
な
ぜ
い
ま
さ
ら
五
節
の
舞
姫

を
献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
遵
子
が
皇
子
を
な
さ
ず
、
外
戚
に
な
り
損
ね
て
、
一
条
の
即
位
に
よ
り
関
白
を
辞
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
父
頼
忠
と
、
昇
進
が
停
滞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
弟
公
任
、
そ
し
て
遵
子
自
身
が
、
お
そ
ら
く
は
望
ま
な
か
っ
た
だ
ろ
う
舞
姫
献
上

に
寄
せ
る
心
の
う
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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一
八

注
１ 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は（
小
学
館
新
編
全
集
）

 
『
源
氏
物
語
』「
少
女
巻
」５
８
頁
〜（
光
源
氏
の
舞
姫
献
上
）

 
『
紫
式
部
日
記
』　

寛
弘
五
年
の
五
節
の
様
子
。
１
７
５
頁
〜

 

『
枕
草
子
』８
６
段　

１
６
９
頁　
「
宮
の
五
節
出
さ
せ
た
ま
ふ
に
」（
中
宮
定
子
の
舞
姫
献
上
）

注
２ 

 

少
し
時
代
は
下
り
、『
玉
葉
』　

元
暦
元
年
＝
寿
永
三
年
一
一
八
二
年（
大
嘗
祭
）に
舞
姫
献
上
の
た
め
の
調
達
物
品
の
一
覧
が
あ
る
。
こ
の
年
は『
玉
葉
』の

記
主
の
九
条
兼
実
の
嫡
男
で
、
大
将
で
あ
っ
た
良
通
が
舞
姫（
前
寮
頭
忠
重
女
）を
献
上
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
表
は
九
条
家
が
負
担
／
発
注
し
た
事

物
の
一
覧
に
な
る
。
五
節
行
事
が
ま
す
ま
す
華
美
に
な
っ
て
ゆ
く
時
代
で
は
あ
る
が
、
舞
姫
献
上
に
関
わ
る
物
品
が
い
か
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
か
、

驚
か
さ
れ
る
。
朝
廷
か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
の
給
付
は
あ
り
、
周
囲
の
人
々
も
種
々
の
衣
装
や
調
度
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
部
分
の
負
担
は
献
上
者
に

か
か
っ
た
。

注
３ 

女
性
た
ち
の
献
上
を
規
定
し
た
記
録
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。（
傍
線
付
加
）

 

①　

  

鎌
倉
初
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
儀
式
書
で
あ
る『
年
中
行
事
抄
』が
、「
寛
平
御
誡
に
云
う
」（
寛
平
御
遺
誡
自
身
は
現
存
し
な
い
）と
し
て
引
い
て
い
る

記
述
に「
毎
年
五
節
。
無
人
進
出
。
迫
彼
期
日
。
経
営
□
□
□
□
□
□
卿
之
中
。
令
貢
二
人
。
雖
非
其
子
。
必
令
求
貢
。
殿
上
一
人
選
之
召
之
。
当
代
女

御
又
貢
一
人
。
公
卿
女
御
依
次
貢
之
。
終
而
復
始
。
以
為
常
事
。
須
入
十
月
節
召
仰
。」（
続
群
書
類
従
巻
第
二
百
五
十
三　

公
事
部
六
。
傍
線
付
加
）と

あ
っ
て
、
殿
上
一
名
の
ほ
か
、
当
代
女
御
一
名
も
献
上
者
と
な
り
公
卿
女
御
は
次
い
で
に
よ
り（
順
番
に
）貢
ぐ
、
一
巡
し
た
ら
初
め
に
戻
る
よ
う
に

と
あ
る
。

 

②　

  

源
高
明
の『
西
宮
記
』恒
例
第
三
／
十
月
に「
上
卿
五
節
被
仰
受
領
、
弁
官
有
女
子
輩
、〈
或
二
人
、
式
部
大
輔
在
昌
、
献
上
卿
五
節
之
、〉后
宮
親
王
尚

侍
女
御
諸
卿
等
献
之
、
大
嘗
会
年
五
人
、
預
爵
諸
卿
受
領
召
其
身
仰
」（
神
道
大
系
、
朝
儀
祭
祀
編
二
。
下
線
付
加
）と
あ
っ
て
、
后
、
親
王（
内
親
王
の

意
で
あ
ろ
う
）、
尚
侍
、
女
御
も
献
上
者
と
な
る
こ
と
を
示
す
。

 

③　

  『
小
野
々
宮
年
中
行
事
』の「
十
月
」に「
三
日
以
前
点
定
五
節
儛
姫
事
。
蔵
人
頭
奉
仰
召
仰
可
献
五
節
舞
姫
之
公
卿
或
親
王
。
但
后
妃
。
女
御
。
尚
侍
可

献
之
。
別
遣
中
使
令
仰
示
矣
。
又
殿
上
舞
姫
召
仰
四
位
五
位
有
女
子
之
者
。
殿
上
舞
姫
。
或
一
人
。
或
無
之
。」と
あ
っ
て
、
后
妃
。
女
御
。
尚
侍
に
献
上

を
命
じ
る
と
き
に
は
別
に
中
使
を
派
遣
す
る
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
后
妃
、
女
御
、
尚
侍
な
ど
の
献
上
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
４ 

先
行
論
文

 

服
藤
早
苗（『
平
安
王
朝
の
五
節
舞
姫
・
童
女
』塙
選
書
１
２
０
、二
〇
一
五
年
三
月

 

佐
藤
泰
弘（「
五
節
舞
姫
の
参
入
」甲
南
大
学
紀
要
文
学
編　

巻
１
５
９　

二
〇
〇
九
年
三
月
）、

 
 

三
上
啓
子「
五
節
舞
姫
献
上
者
た
ち
―
枕
草
子
・
源
氏
物
語
の
背
景
」『
国
語
国
文
』７
０
巻
–
６
号　

平
成
十
三
年
六
月
。　
（
三
上
論
文
は
、
舞
姫
献
上
と
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一
九

昇
任
の
関
連
を
詳
述
し
た
論
文
で
あ
る
。）

注
５ 
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
の
解
説
』（
朧
谷
寿
）に
よ
る
。

注
６ 
頼
忠
は
貞
元
二
年（
九
七
七
年
）か
ら
関
白
。
一
条
践
祚
で
辞
任
。

注
７ 

着
袴
の
儀
の
行
わ
れ
た
の
は
内
裏
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

注
８ 

東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス『
小
右
記
』で
中
宮
ｏ
ｒ
遵
子
で
検
索
し
た
。

注
９ 

た
と
え
ば
小
学
館
新
編
新
全
集『
栄
花
物
語
』①
の
解
説　

５
５
０
頁
。

注
１
０ 

小
学
館
新
編
全
集『
源
氏
物
語
』「
花
の
宴
」新
編
３
５
３
頁

 
 「

二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
、
南
殿
の
桜
の
宴
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
后
、
春
宮
の
御
局
、
左
右
に
し
て
参
上
り
た
ま
ふ
。
弘
徽
殿
の
女
御
、
中
宮
の
か
く
て
お
は
す

る
を
を
り
ふ
し
ご
と
に
安
か
ら
ず
思
せ
ど
、
物
見
に
は
え
過
ぐ
し
た
ま
は
で
参
り
た
ま
ふ
。」と
あ
り
、
玉
座
の
左
右
に
藤
壺
中
宮
と
東
宮
の
座
が
設
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
弘
徽
殿
の
女
御
の
座
は
当
然
そ
れ
よ
り
下
座
で
あ
る
。
席
次
は
今
で
も
、
昔
は
な
お
さ
ら
人
々
は
気
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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Following the descriptions of the Tale, this paper concludes that Junshi did 

provide a dancer, but it was not in 988 but in 987. 
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A study of the provider of a Gosechi-no-mai dancer in 988

MUTŌ Mieko

Abstract

In November every year, a ritual was held in the imperial court to 

offer the newly harvested rice to deities. On the last day of the ritual event, 

a banquet was given by the emperor for courtiers. The highlight of the 

banquet (Toyoakari-no-sechi-e) was Gosechi-no-mai, which was danced 

by four (or five) gorgeously dressed young ladies. Courtiers, men and 

women, all looked forward to this feast. To provide a dancer, however, 

was a highly costly operation, and therefore, not many aristocrats were 

willing to undertake the task, thus, royal ladies, too, were sometimes asked 

to provide a dancer. In the second year of Eien, (or yr. 988), Kotaigo 

provided a dancer. The word Kotaigo could mean the wife of the former 

emperor or the empress mother. In the previous papers by three 

researchers, this Kotaigo was assumed as Junshi, who was the wife of the 

former emperor En-yu. 

This paper clarifies that the Kotaigo in 988 cannot be Junshi, but must 

be Senshi, the Empress Mother. The confusion presumably came from 

Eiga Monogatari or A Tale of Flowering Fortunes — Annals of Japanese 

Aristocratic Life in the Heian Period, which reads that Junshi provided a 

dancer in the year when the 60th birthday of Fujiwara-no-Kaneie was 

celebrated, i.e, in 988. The descriptions of Junshi providing a dancer in the 

Tale, however, were too concrete and detailed to be a mere fabrication. 


